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今期のテーマ　
インターナショナル　
あなた自らが変化の主体に   BE  THE  CHANGE

日本リージョン	
 　　	
 力を信じて  Believe in Yourself

カウンスルNo.8　	
 	
 共に歩む　Make a Step Forward Together  

会長挨拶　寺西キヌ子

第1回会合を終え、再認識し
たことは「ITCの魅力」であ
りました。会員の皆様も同
じように感じられたことで
しょう。

白紙にプログラム委員の皆
様のアイデアが次々に描か
れていきます。その発想の
豊かさにびっくりいたしま
す。そして意見を交わしな
がら、より充実した内容の
あるプログラムへと仕上げ
ていく力と、そのプログラ
ムに参加した会員のプログ
ラムを楽しみながら熟成さ
せていく一体感はまさに

「共に歩む」です。
何とここちよいものなので
しょう！プログラムは与え
られるだけでのものではあ
りません。参加してプログ
ラムを完成させていくのは
会員一人一人の力なので
す。力を合わせて作り上げ
ていくのがITCの魅力です。
　
　 今、私のクラブでは新し
い会員が毎月の例会で繰り
広げられるプログラムに楽
しそうに取り組んでいられ
ます。そして、その姿や新
鮮な発想力に逆に刺激を受
けております。新しい力は
組織だけでなく私たちまで

も活性化してくれます。今
一度基本に戻り一緒に学ん
でいくことができ、「次へ
繋ぐ」ということを気負う
ことなく進められそうで
す。このことは全てのクラ
ブが望んでいることです。
　
会員増強は最大の課題で
す。努力していかねばなり
ません。でも、それが目的
ではありません。目的は私
たち自身がITCを楽しむこと
です。

第2回会合では、個性豊かな
視点からとらえられた素晴
らしいスピーチを楽しみま
しょう。
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最大の目的は私たち自身がITCを楽しむこと	
 

プログラムを楽しみながら成長していく…

その一体感はまさに「共に歩む」！
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　日時：2011年10月31日（月）13:00～16:00
　　　
　会場：文京シビックセンター　スカイホール
　　　
　　　　　　　　　　　　ウエブ委員田村純子
今期第1回カウンスル会合は、見晴らしの素晴らし
い会場で、午後1時、寺西会長の開会宣言で始まっ
た。出席者数は、会員77名、ゲスト9名、合計86
名。会長挨拶に続き、ビジネスが行われた。公式
訪問者の森尉江日本リージョン第30期議会法規役
員が、インフォメ―ションを行い、今期日本リー
ジョン大会は第30期の節目の大会であり、建築家
安藤忠雄氏の講演を予定しているので、多数の出
席を期待していると述べた。日本リージョン元会
長泉和子 Fellow of  ITCも出席された。ビジネス
は、スムーズに進行し、役員報告、常任委員会の
報告、特別委員会の報告等を行った。
第21期決算報告、監査報告は、審議の結果採択さ
れた。第22期予算案も審議の後採択された。
特別予定議事は、指名委員選挙が行われ、指名委
員は、山内昌子さん（東京）、柘植法子さん（筑
波）、木村由利子さん（柏）の3名が選出され、委
員長は山内昌子さんと決まった。

カウンスル第１回会合を終えて
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 
　　　　　　　　　　　	
 第1副会長�佐野千賀子�����

「楽しく勉強になるプログラムにしたい」と、プ
ログラム委員会は皆で知恵を出し合い、集合して
の会議は３回位でしたが、メールで毎日のように
十分検討を重ね準備いたしました。プログラム
リーダーや、ゲスト講師をお願いした志の春さん
にも、２回目のプログラム検討会議に参加してい
ただき、レストランの目も気にせず５時間余り話
し合い、内容を決定しました。
　おかげさまで、好評の反応をいただき、委員会
メンバーは充実した気分を味わっております。誠実
に適切なコメントのできるいい講師、素晴らしい
プログラムリーダーの力のもとに、スピーチとコメ
ント、全員参加のグループ討議、講師の講話、落
語と大変盛りだくさんな内容が展開できた事が皆
様に喜んでいただけた要因かと思っております。
皆で力を合わせればいいものができるＩＴＣの良
さを、委員会としても感じる事ができました。ス
ピーチなど、ご協力いただきました皆様に感謝申
し上げます。

「共に歩む」の精神で第1回会合が有意義に終了

第22期カウンスルNo.8第１回会合
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